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WILLY KRÄMER（ウィリー・クレマー 
 

国家社会主義者の3世代が今日FRGに住んでおり、彼らは皆、1945年以

降、指導的な人格を生み出している。しかし、時代の逆境、直接・間接の

占領統治下、ナチス禁止令下の政治闘争の状況、多大な扇動と迫害のため

に、彼らは外的な政治的意義を得ることができず、公に知られることさえ

もなかった。しかし、その内的意義は、現在に至る政治的継承の歴史的伝

統と正統性を保証するものであるから、より大きなものである。戦後の国

家社会主義の指導者たちが、歴史的指導者たちと違って、外的な政治的意

義を得られなかったという事実は、党史にとっての彼らの重要性を変える

ものではないし、彼らが真に国家社会主義の指導者的人格であり、した

がって、われわれにとってのモデル、手本となるべきであるという事実を

変えるものでもない。  

 

国家社会主義の第一世代は創設世代であり、NSDAPの歴史的な偉大な指

導者の多くもその出身である-ワイマール共和国でのより良いドイツのた
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めの闘士、第三帝国でのシェイパー、崩壊の殉教者。 
 

1945年以降、ある者は社会主義帝国党（SRP）に再結集し、またある者は

（1945年の捜索を生き延びた最後の歴史的中堅指導者を含む）帝国宣伝省

のナウマン国務長官の周りのいわゆるガウライター・サークルに所属し

た。1950年代半ばになると、こうした試みはすべて立ち消えになった。創

設世代のほとんどは辞職し、ブルジョア民族団体で働き、彼らの国家社会

主義は切実な記憶へと消えていった。こうして彼らは歴史から姿を消し

た。しかし、辞職せず、この数十年の間、自分たちの過去を守り、新しい

国家社会主義運動が出現したときに再び仲間に加わった人たちもいた。  

 

多くの古い闘士、黄金の党章を持つ者、そしてNSDAPの下級または中級

の歴史的な政治指導者が、私たちのコミュニティに所属し、今も所属して

います。その中でも最高位の者は、同時に戦後国家社会主義の指導的人格

として、また創設世代として、私たちの最大の模範となる人物です。  

 

労働者の少年、青年運動、第一次世界大戦の前線戦闘員、戦後最初の政治

的兵士、1928年の入党、1年後の赤色戦線との路上戦闘での重傷、帝国演

説家、NSDAPの黄金バッジの持ち主、1933年以降最後の日まで政治的指

導者としてフル稼働、これが我々の名誉会員ウィリー・クレーマーであ

る。 

 

党員同志のヘース、レーム、ゲッベルス博士を歴史的な国家社会主義とし

ていたならば、国家社会主義の指導者は、消費的な党員、あらゆる抵抗を

打ち破った反抗的で革命的な政治的兵士の指導者、情熱的で独創的な宣伝

家であった。しかし、戦後の国家社会主義にとって、Pgクレマーが3つの

領域すべてにおいて自分の義務を果たしたロールモデルとなることは、象

徴的かつ運命的な意味を持つように思われる。  

 

ヴィリー・クレーマーは政治軍人であり、新秩序のストリートファイター

であり、党に入る前から、革命的兵士の団体である「ヴァールヴォルフ」

の旧ザクセン州の地域指導者であった。その後、地域グループや地区リー

ダーを経て、最終的には総統代理のスタッフ、つまりルドルフ・ヘスの直
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属の部下として政治指導者になった。やがて、帝国議長はNSDAPの帝国

宣伝部に移され、後に党の帝国指導部の一員となる。彼は当初、参謀室長

という役職に就いていたが、これは帝国指導部の組織では、省庁の国務長

官のレベルに相当する。こうして彼はゲッベルス博士の側近となり、戦争

中のプロパガンダの指針を練り上げ、決定し、発表する毎日の閣僚会議

に、RPLの代表として出席していた。1945年の崩壊の中で、彼はついに帝

国政府南部宣伝大臣の副官という地位に上り詰め、連合国によって北部と

南部に分割された帝国南部の大釜での戦争の最後の数週間の国家社会主義

宣伝の主要な責任を負うことになった。1945年5月8日、アルプス山脈にあ

る移動局から、南部地域の最後の自由な送信機を使って第三帝国の最後の

ニュースサービスを放送し、降伏のニュース、つまりドイツの自由の一時

的な終わりを、反抗的に「ドイツとホルスト＝ヴェッセル歌曲」で締めく

くったのは、Pg. クレーメルだった。 
 

ヴィリー・クレーマーは、ゲッベルス博士の個人的な命令で帝国政府の一

員となるため、不本意ながら包囲されたベルリンを離れ南へ向かった。皆

と同じように、彼もベルリンの戦いの結果がドイツの運命を決めることを

知っており、他の多くの人々と同じように、起こりうる敗北を生き延びる

のではなく、敗北した帝国の首都の廃墟で死を求めることを望んだのであ

る。しかし、ゲッペルス博士は、「この戦争の後にも、我々が本当に望ん
でいたこと、そしてそれが実際にどのようなものであったかを証言できる

人間がいるはずだ」と理由をつけて彼を追い払った。このゲッペルス博士

の最後の任務が、戦後ドイツにおけるクレーマーのライフワークとなっ

た。  
 

ヴィリー・クレーマーは、国家レベルの有力な役職者、宣伝指導者とし

て、SRPとDRPで戦い、活動した。1964年にNPDが設立され、国民的野党

がついに支配体制を認めるに至ると、彼は組織活動から手を引き、戦後国

家社会主義の精神的指導者として 

発展した。今日でも出版されているいわゆる「ゲッティンゲン書簡」は、

この精神的な形成の闘いにおける指導の手段となり、彼はゲッペルス博士

の使命を果たし、国家社会主義を存続させ、それを新しい世代にうまく引

き継がせることができた。希望もチャンスもなく、国家社会主義の長い夜
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がすでに思想と運動の死の眠りを意味するように思われたとき、この指導

的同志は、長年にわたる孤独な闘いの中で、組織的形態を失った我々の神

聖な思想に対する責任感はいかほどであっただろうか、上司の最後の命令

に対する意志力と忠誠心はいかほどであったであろうか。ヴィリー・ク

レーマーは、「ゲッティンゲンの手紙」によって、この凍てつくような死

の息吹から身を守り、こうして国家社会主義をその歴史の最も絶望的な時

期を通して救った。なんという偉業、なんという人間なのだろう。 
 

そして、Willi Krämerは、これまで試行錯誤してきたものを保存するだけ

でなく、深めるだけでなく、時代を超えて受け継いでいったのです。1980

年頃、まだ最初のゲゼルシャフトにいた私は、ヴィリー・クレーマーと連

絡を取りました。その後の期間、手紙による非常に濃密なコンタクトが展

開され、ヴィリー・クレーマーは私に国家社会主義の本当の姿を教え、私

は彼に新しい世代の国家社会主義者の苦難と希望を知らせ、我々の闘いに

関心を持たせました。  

 

1983年1月に国家社会主義者の行動戦線が国家活動家と合併した後、

NSDAPの最高位の生存者と歴史的指導者の一人である党の同志ウィ

リー・クレーマーはANS/NAの名誉会員となり、NS禁止法の廃止を連邦議

会に求める我々の「NS禁止法反対イニシアチブ」の請願に署名しまし

た。  

 

我々の同志であるヴィリー・クレーマーは現在80歳を超え、健康状態は悪

化しているが、彼の頭は相変わらず明晰で、その心は途切れることなく忠

実である。彼は今でも私たちのそばにいます。創設世代の模範的な国家社

会主義者の指導者の人格であり、60年以上にわたる政治的闘争によって、

ついに私たち新戦線の共同体の側に導かれたのです。自分のために何かを

望むことはなく、私たちの聖なる思想に完全に人生を捧げた仲間の指導者

です。同志であり、指導者であり、後世の模範である! 
 
 

"ARMIN "さん 
 

第二の国家社会主義世代は、第三帝国に育ったHJ世代である。  
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年齢的に適格である限り、これらの熱狂的な若い理想主義者たちは、戦線

に一斉に入隊し、英雄として戦い、ドイツと国家社会主義のための血の証

人として死んでいったのです。HJの志願者から二度結成され、二度血を流

し、1945年3月8日に捕虜となり、600人の兵士しか残らなかったSS師団ヒ

トラー・ユースのことを思い出してください。ベルリンのフューラーバン

カーを最後に守ったのは、偶然ではなく、ヒトラーユーゲントと外国人SS

志願兵だったのである。 
 

この世代は、戦勝国の捕虜収容所から戻るとすぐに、完全に破壊されたこ

の国の再建に着手した。この国は、やがて敵味方にかかわらず奇跡として

現れることになる。政治的にも、彼らの多くは、ドイツの自由のための戦

いを再開し、社会主義帝国党の最も活発で過激な一員として参加した。  

 

しかし、SRPの禁止と大衆の繁栄の到来は、彼らの青春時代の剥奪、苦し

み、犠牲を補償してくれるかのようであり、政治的融和の代償としてのみ

望むことができたが、この第二世代の背中をほぼ完全に壊してしまった。

大量消費と再教育というマイナスの世界に最も完全に屈したのは、この中

間世代である。 
 

第二次世界大戦の最前線で戦い、「ゼロ・アワー」の瓦礫の子である私た

ちの名誉会員オットー・リースのように、下士官階級から騎士十字章を受

け、伍長として命がけで欠陥高射砲を持つロシア戦車部隊を阻止して一部

破壊し、戦後も勇気と気概を示してきた同志がいるのである。SRP、

DRP、NPDに所属し、最終的に我々の組織（Gesinnungsgemeinschaft）に入

り、ANS/NAの支援組織であるFreundeskreis Deutsche Politikの会長とな

り、1985年のフランクフルトの地方選挙で我々のコミュニティのトップ候

補となりました。戦時中と戦後におけるこの戦闘的な模範者、この思想と

運動の忠実な信奉者は、将来も私たちの側にいてくれるでしょう。 
 

この世代の模範であり闘士である同志クルト・ミュラーは、長年にわた

り、運動に会合や祝賀のためのシング場を提供するために、自分の物質的

存在全体を危険にさらしてきました。彼は、獄中で自分の信仰を2度も守

り、我々の運動の大きな記念日に奉献式を組織して実施することによっ
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て、あらゆる組織の境界を越えて我々の運動の統一意識を保ち、組織的衰

退の暗い時期も乗り切ってきました。  

 

この二人は、今日でも国家社会主義運動に属している、あるいは再び属し

ている、一握りのHJ世代の男たちの代表かもしれない。 
 

しかし、実際の組織的な意味では、この世代から指導的な同志として登場

した者はほとんどいなかった。  
 

第一次世界大戦中、6歳でHJに参加し、HJの金色のバッジを持ち、深い国

家社会主義者の家庭で育った（父親はアルター・ケンプファーでSA指導

者、1934年6月30日に僅かに死刑を免れた）。彼は第二次世界大戦の最前

線の戦闘員であり、イギリスの捕虜収容所では不適格な国家社会主義者と

して分類され、最後の最後に釈放されただけだった。SRP、DRP、NPD活

動家、1970年代の独立NSグループの創設者、その後NSDAP/AOと合併し

た-これがコードネーム「アルミン」の男であり、HJ世代の戦闘員と指導

者の同志だ1976年、"アルミン "はドイツ全土のNSDAP/AOのコーディネー

ターとなり、1977年には彼が創設し決定的な役割を果たしたNSDAP/AOの

地下SAの参謀長となり、私は1977年3月に加入し、同年5月8日にハンブル

クで最初の地方SAストーム（現在のコミュニティの起源）を設立しまし

た。つまり、"アルミン "は私の最初の上司の一人であり、私にとって真の

ロールモデルだったのです。 
 

彼は、党と思想に対する揺るぎない忠誠心が、それ自体、そして彼のこと

を物語っていました。彼は、個人よりも党が優先されることを私たちに教

え、決して自分が前面に出ることを望まず、同志愛、献身、犠牲というス

タイルを形成し、今日の私たちの典型であるSA精神を再活性化しまし

た。  
 

レーム参謀総長の更生に精力的に取り組み、それを推し進めたのも彼で

あった。彼は、6人の小さな子供を持つ家庭人として、個人的な抑制をす

る理由はいくらでもあったはずだが、無限の行動力を私たちに示してくれ

たのである。しかし、「アルミン」は、SAの指導者は前線から、仲間の
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先頭に立ってのみ戦い、指導することができるという要求を実践し、そ

れを説いただけではなかったのです  
 

彼は想像力と意志の力でNSDAP/AOのSAを構築し、歴史的な偉業を成し

遂げ、その上に我々のコミュニティが今日も構築し闘い続けている。 
 

というのも、この並外れた闘士の人生の終わりは、まだ生きている元同

僚の闘士を引きずり出したくない黄昏時に突入しており、彼の本名に言

及したくないからである。  

 

「しかし、1979年のSAの崩壊、Gesinnungshaftでの悲惨な物質的状況、家

族が自分に背を向けるという人間的失望、退屈な刑務所生活の日常が、

彼の人格を壊し、傷つけてしまった。かつては高揚し、心を揺さぶるエ

ネルギーが、自分自身や仲間に向かうようになったのである。  
 

彼は私とも決別した。しかし、私は彼を名誉ある尊敬すべき存在として

記憶しており、「アルミン」として知り合ったファイターを、今でも

我々の運動の偉大な指導者の一人に数えています。そして、私たち若い

戦士にとって、NSDAPの原型や戦後間もない時代の闘争と私たちをつな

ぐ歴史的伝統の重要な架け橋であり、私たちの闘いの模範であるので

す。 
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